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人勧期７・１３第１次中央行動
７月１３日（火）午後１時３０分～４時
社会文化会館ホール

企 画 総 務 局

中
央
委
員
会
冒
頭
、
池
谷
匠

中
央
執
行
委
員
長
は
「
民
主
党

菅
内
閣
が
今
日
誕
生
し
、
民
主

党
の
支
持
率
が
上
向
い
て
い
る

が
、
政
治
情
勢
は
依
然
と
混
沌

と
し
て
い
る
。
制
度
政
策
を
実

現
す
る
た
め
に
参
議
院
議
員
選

挙
は
、
組
織
内
予
定
候
補
「
え

さ
き
た
か
し
」
の
必
勝
を
め
ざ

そ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

当
面
の
闘
争
方
針
案
で
は
、

６
人
の
中
央
委
員
が
発
言
し

た
。
名
児
耶
中
央
委
員
（
国
分

寺
）「
�
新
内
閣
と
自
治
労
と

の
関
係
は
、
�
第
２
次
給
与
構

造
改
革
の
対

策
が
必
要
、

�
国
分
寺
公

契
約
条
例
に

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ

メ

ン

ト

を
、
�
立
川

市
議
選
の
推

薦
候
補
３
名

の
必
勝
を
」。

嵯
峨
中
央
委

員
（
三
鷹
）

「
�
新
人
加

入
対
策
に
苦
慮
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
�
都
本
部
保
育
集
会
成
功

に
努
力
す
る
」
。
菅
原
中
央
委

員
（
多
摩
川
競
艇
）「
勤
務
日

削
減
の
た
た
か
い
に
多
く
の
単

組
か
ら
支
援
を
受
け
感
謝
」
。

星
野
中
央
委
員
（
大
田
）「
政

党
支
持
の
自
由
の
点
か
ら
政
治

方
針
に
反
対
」
、
中
原
中
央
委

員
（
公
共
清
掃
）「
高
嶺
支
部

の
解
雇
問
題
が
結
審
、
引
き
続

き
支
援
を
」
。
白
石
中
央
委
員

（
荒
川
）「
国

の

非

常

勤
３
年

雇
用
年
限
は
問
題
、
地
公
に
波

及
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
」
と

そ
れ
ぞ
れ
質
問
・
意
見
が
出
さ

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
都
本
部
は

「
自
治
労
は
新
内
閣
を
基
本
に

支
持
す
る
が
、
普
天
間
へ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
え
な
い
。
労
働
組

合
と
政
党
の
関
係
は
対
等
で
あ

り
従
属
関
係
で
は
な
い
、
制
度

政
策
要
求
を
前
進
さ
せ
る
た
め

政
党
と
の
連
携
は
不
可
欠
。
賃

金
闘
争
は
市
町
職
の
地
域
手
当

の
経
過
を
踏
ま
え
引
き
続
き
国

か
ら
の
攻
撃
に
対
策
す
る
。
公

契
約
は
後
に
続
く
取
り
組
み
を

し
た
い
。

立
川
市
議
選
は
３
人
の
必
勝

を
期
す
る
。
新
人
対
策
は
組
織

拡
大
と
し
て
重
要
。
多
摩
川
競

艇
の
た
た
か
い
は
当
該
単
組
の

努
力
に
も
敬
意
を
表
し
た
い
。

高
嶺
支
部
の
た
た
か
い
は
引
き

続
き
支
援
す
る
。
国
公
の
非
常

勤
３
年
問
題
は
本
部
中
央
委
員

会
で
も
問
題
あ
り
と
発
言
し

た
。
」
と
答
弁
し
た
。

賛
否
の
結
果
、
賛
成
５３
反
対

６
で
承
認
さ
れ
た
。

自
治
労
都
本
部
は
、
６
月
８
日
、
都
庁
職
会
議
室
で
中
央
委
員
定
数
８６
人
中
６２
人
が
出
席

し
、
第
３８
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
た
。
経
過
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
等
は
拍
手
で

承
認
。
第
１
号
議
案
「
２
０
１
０
春
闘
総
括
案
」
、
第
２
号
議
案
「
当
面
の
闘
争
方
針
案
」
等

の
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

参
議
院
選
挙
を
直
前
に
し

て
、
鳩
山
政
権
か
ら
菅
政
権

へ
急
遽
の
交
代
と
な
っ
た
。

昨
年
の
政
権
交
代
か
ら
１
年

に
満
た
な
い
こ
の
間
の
経
過

の
中
で
、
政
権
に
対
す
る
支

持
率
の
乱
高
下
の
大
騒
ぎ
に

は
、
鳩
山
政
権
の
稚
拙
さ
や

疑
念
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

多
分
に
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

「
お
イ
タ
」
が
過
ぎ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
も

う
一
度
冷
静
に
な
っ
て
、
新

政
権
の
当
初
の
混
乱
か
ら
脱

却
し
、
向
き
合
う
べ
き
政
治

の
道
筋
を
再
確
認
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
の
参
議
院

選
挙
は
そ
う
い
う
闘
い
だ
。

自
治
労
は
、
組
織
内
候
補

「
え
さ
き
た
か
し
」
の
当
選
、

圧
倒
的
当
選
を
め
ざ
し
て
い

る
。
各
単
組
の
役
員
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
『
え
さ
き
』
さ

ん
は
あ
い
は
ら
さ
ん
と
違
っ

て
地
味
で
、
な
か
な
か
組
合

員
に
名
前
が
浸
透
し
に
く

い
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

確
か
に
地
味
だ
。
自
ら
非

正
規
労
働
者
の
体
験
を
踏
ま

え
、
強
力
な
主
張
を
行
っ
た

あ
い
は
ら
さ
ん
の
よ
う
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
な
い
。
一

言
で
言
え
ば
、「
え
さ
き
」

さ

ん

は
「
仕

事

師
」
で

あ

る
。
本
部
労
働
局
長
と
し

て
、
公
務
員
制
度
や
非
常
勤

職
員
制
度
等
の
課
題
に
つ
い

て
、
総
務
省
官
僚
と
粘
り
強

く
交
渉
を
展
開
し
て
き
た
、

そ
の
最
前
線
で
汗
を
か
い
て

き
た
「
仕
事
師
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
仕
事
師
が

こ
の
１
年
間
自
ら
の
足
で
、

全
国
を
ほ
ぼ
２
周
す
る
ほ
ど

歩
き
、
自
治
体
の
様
ざ
ま
な

職
場
の
課
題
や
現
状
を
直
接

目
の
当
た
り
に
し
、
ま
さ
に

頭
で
は
な
く
体
中
に
し
っ
か

り
と
蓄
積
し
て
き
た
。
ま
さ

に
「
筋
金
入
り
の
仕
事
師
」

へ
と
変
貌
し
て
き
て
い
る
。

政
権
交
代
が
実
現
し
な
が

ら
も
、
安
定
し
た
政
治
体
制

が
確
立
さ
れ
る
に
は
、
ま
だ

手
間
隙
が
か
か
る
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
現
政
権
を
担
う
陣
営
の

一

角

に
、「
え

さ

き

た

か

し
」
が
必
要
に
な
る
は
ず
で

あ
る
。

労
働
基
本
権
回
復
・
公
務

員
制
度
改
革
や
地
域
主
権
戦

略
と
い
う
課
題
や
私
た
ち
が

め
ざ
す
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
再
確
立
を
め
ざ
し
、
自

治
労
の
闘
い
も
正
念
場
を
迎

え
る
。

そ
し
て
、
自
治
労
は
「
え

さ
き
た
か
し
」
を
政
権
に
送

り
込
む
。
理
不
尽
な
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
や
前
政
権
に
よ

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
破
壊
攻

撃
で
疲
弊
し
た
職
場
の
活
力

を
復
活
し
、
公
務
労
働
の
尊

厳
を
回
復
す
る
た
め
に
も
、

え
さ
き
さ
ん
に
一
汗
も
二
汗

も
か
い
て
も
ら
い
た
い
。

是
非
と
も
都
本
部
の
全
組

合
員
の
支
持
を
「
え
さ
き
た

か
し
」
勝
利
に
結
集
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。

第第３３８８回回
都都本本部部
中中 央央
委委員員会会

「「
ええ
ささ
きき
たた
かか
しし
」」必必
勝勝
めめ
ざざ
しし
当当
面面
のの
方方
針針
案案
をを
承承
認認

「
え
さ
き
た
か
し
」
さ
ん
の
勝
利

で
職
場
の
活
力
を
復
活
し
、公
務

労
働
の
尊
厳
を
回
復
し
よ
う
！

制度政策実現のために「えさきたかしの必

勝を！」と訴える池谷委員長

自
治
労
東
京
都
本
部

中
央
執
行
委
員
長

池
谷

匠

東
京
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

６
月
１１
日
、
市
ヶ
谷
の
自
動
車

会
館
で
、
自
治
労
組
織
内
参
議

院
選
挙
予
定
候
補
「
え
さ
き
た

か
し
」
さ
ん
、
東
京
選
挙
区
の

「
小
川
敏
夫
参
議
院
議
員
」
を

応
援
す
る
、
東
京
自
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開

催
し
た
。
参
加
者
は
７０
人
。

え
さ
き
た
か
し
さ
ん
は
「
現

場
の
力
を
結
集
し
て
、
自
治
労

の
制
度
・
政
策
を

ぜ

ひ

実

現

し

た

い
」
、
小
川
敏
夫
参

議
院
議
員
は
「
将

来
の
子
ど
も
の
た

め
に
、
希
望
の
持

て
る
国
づ
く
り
を

し
た
い
。
」
と
力
強

く

あ

い

さ

つ

し

た
。
来
賓
に
は
、

池
谷
都
本
部
委
員

長
、
浅
沼
尚
退
職
者
会
会
長
、

相
原
久
美
子
参
議
院
議
員
、
く

し
ぶ
ち
万
里
衆
議
院
議
員
、
石

毛
え
い
こ
衆
議
院
議
員
、
田
中

良
都
議
会
議
長
、
今
村
る
か
都

議
、
村
崎
啓
二
府
中
市
議
、
嶋

崎
英
治
三
鷹
市
議
、
小
枝
す
み

子
千
代
田
区
議
ら
が
出
席
し

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
は
、

東
京
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
新
代

表
の
本
橋
益
男
さ
ん
が
「
来
る

べ
く
参
議
院
議
員
選
挙
に
全
力

で
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
し

閉
会
し
た
。

がが
んん
ばば
れれ「「
ええ
ささ
きき
たた
かか
しし
・・
小小
川川
敏敏
夫夫
」」

東東
京京
自自
治治
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
政政
策策
パパ
ンン
フフ
出出
版版
パパ
ーー
テテ
ィィ
ーー

当面の日程

●人勧期７．１３第１次中央行動

７月１３日（火）PM１：３０～４：００

社会文化会館ホール

●第７回ラオス・カンボジア子ども

支援ツアー

７月１７～２５日、ラオスビエンチャン

カンボジアプノンペン

●都本部社福評 障害者福祉セミナー

７月２４日（土）PM１：００～５：００、

中野サンプラザ

●人勧期７．２７第２次中央行動

７月２７日（火）PM１：３０～４：００

日比谷野外音楽堂

新役員あいさつ、左から本橋益男会長、中央は

浅沼副会長、右端は若林事務局長

駆けつけた、えさきたかし予定候補

と相原久美子参議院議員

夢
と
は
な
ん

だ
ろ
う
か
。
よ

く
小
学
生
の
こ

ろ
、
何
に
な
り

た
い
と
か
、
将

来
の
夢
は
と
か

が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
大

人
に
な
る
に
つ
れ
現
実
的
に

な
っ
て
く
る
の
か
あ
る
い
は

人
生
い
ろ
い
ろ
な
の
か
、
ふ

っ
と
途
切
れ
て
し
ま
う
▼
６

月
１３
日
、
小

惑

星

探

査

機

「
は
や
ぶ
さ
」
が
帰
還
し

た
。
一
時
は
音
信
不
通
と
な

っ
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の

度
重
な
る
故
障
を
乗
り
越

え
、
地
球
誕
生
の
歴
史
を
解

明
す
る
手
が
か
り
を
カ
プ
セ

ル
に
詰
め
込
み
、
７
年
間
６０

億
キ
ロ
の
長
い
苦
難
の
道
程

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
夢

を
あ
き
ら
め
な
い
関
係
者
の

並
々
な
ら
ず
努
力
が
あ
っ
た

▼
昨
年
８
月
、
私
た
ち
の
永

年
の
夢
で
あ
っ
た
民
主
党
を

中
心
と
す
る
政
権
交
代
が
実

現

し

た
。
そ

れ

か

ら
１０
ヶ

月
、
政
権
交
代
ゆ
え
の
試
練

は
多
々
あ
っ
た
が
、
着
実
に

国
民
目
線
、
労
働
者
の
視
点

に
立
っ
た
政
権
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
▼
来
る
参
議
院
選

挙
、「
え
さ

き

候

補
」
を

圧

倒
的
な
勝
利
で
送
り
込
み
、

地
方
主
権
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

・
労
働
基
本
権
の
確
立
に
向

け
て
夢
の
現
実
化
に
取
り
組

も
う
。

（
氏
家
）

東奔西走

★都本部ホームページ
http : //www.tohonbu.jp/
☆男女平等WakWakサイト
http : //www.tohonbu.jp/wakwak/
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都

本

部

は
、
６
月
１４
日
、
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
男
女
が
と

も
に
担
う
男
女
平
等
推
進
集
会

を
開
催
し
、
６０
名
が
結
集
し

た
。
集
会
は
、
闘
争
集
結
後
の

総
括
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
、
４
人
の
講
師
か
ら
問
題
提

起
を
受
け
た
。

は
じ
め
に
、
馬
場
裕
子
都
議

会
議
員
か
ら
、「
『
選
択
性
夫
婦

別
姓
』
の
法
制
化
に
逆
行
す
る

バ
ッ
ク
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
動
き
が

議
会
で
展
開
さ
れ
た
が
、
民
主

党
を
中
心
と
し
た
都
議
団
の
力

で
押
し
返
し
た
。
家
族
単
位
か

ら
個
人
単
位
へ
、
個
人
と
し
て

自
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
訴
え
た
。

次
に
、
自
治
労
本
部
の
長
沢

正
一
さ
ん
は
、「
自
治
労
男
女

平
等
産
別
統
一
闘
争
の
取
り
組

み
を
報
告
。
９
年
目
を
迎
え
た

統
一
闘
争
は
、
未
だ
女
性
の
代

議
員
、
役
員
の
選
出
が
３０
％
を

達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
を
通
じ
て
、
男

女
平
等
課
題
の
取
り
組
み
の
意

義
と
目
的
に
つ
い
て
再
認
識

し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

相
原
久
美
子
参
議
院
議
員
か

ら
は
、「
男
女
平
等
が
進
ま
な

い
理
由
は
、
雇
用
機
会
均
等

法
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
、

育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
が
活

か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因

だ
。
ま
た
若
い
人
の
専
業
主
婦

願
望
な
ど
は
、
リ
ス
ト
ラ
や
非

正
規
の
増
大
な
ど
で
経
済
的
理

由
な
ど
の
背
景
が
あ
る
。
自
治

労
で
長
年
、
地
域
運
動
に
関
っ

て
き
た
「
え
さ
き
た
か
し
」
を

国
政
の
場
へ
送
り
出
す
こ
と

で
、
格
差
社
会
の
是
正
、
高
齢

者
や
医
療
制
度
改
革
を
共
に
進

め
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
の

安
藤
哲
也
さ
ん
か
ら
は
、
男
性

の
意
識
改
革
と
実
効
あ
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
課
題
と
称
し
た
報
告
が
あ
っ

た
。「
あ
ら
た
な
言
葉
と
し
て

「
イ
ク
メ
ン
」
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
イ
ク
メ
ン
と
は
、「
育

児
を
楽
し
め
る
カ
ッ
コ
い
い

男
」
で
子
ど
も
に
主
体
的
に
関

わ
り
、
育
て
、
広
く
多
様
な
世

界
へ
誘
い
出
す
。
そ
の
イ
ク
メ

ン
を
増
や
す
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

単
組
か
ら
は
、
西
東
京
市
で

初
め
て
育
児
休
暇
を
取
得
し
た

同
市
職
労
委
員
長
の
後
藤
紀
行

さ
ん
か
ら
、「
西
東
京
市
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

労
使
共
同
宣
言
」
に
つ
い
て
こ

の
間
の
軌
跡
、
宣
言
の
意
義
な

ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
座
光
寺
副
委
員
長

が
、
臨
時
・
非
常
勤
、
公
共
民
間

の
女
性
組
合
員
対
象
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
電
話

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
始
す

る
こ
と
、
本
統
一
闘
争
は
秋
の

確
定
、
春
闘
に
継
続
し
て
通
年

で
の
取
り
組
み
と
し
て
行
く
と

発
言
し
集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

男男
女女
がが
とと
もも
にに
担担
うう

男男

女女

平平

等等

集集

会会

発発
練
馬
区
職
労
は
、
自
治
労
東

京
都
本
部
統
一
闘
争
指
令
に
基

づ
き
、
実
質
的
な
男
女
平
等
の

実
現
に
向
け
、
６
月
３
日
の
統

一
交
渉
日
、
６
月
４
日
の
統
一

行
動
日
に
合
わ
せ
て
、
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
た
。

要
求
書
提
出
は
指
令
よ
り
遅

れ
た
が
、
６
月
２
日
「
２
０
１
０

年
度
男
女
平
等
に
関
す
る
統
一

要
求
書
」
を
区
長
あ
て
に
提
出

し
た
。「
男
女
平
等
の
立
場
で

着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
」
と
い
う
区
当
局
に
対
し

て
、
間
接
差
別
を
含
め
た
、
昇

任
、
昇
格
に
お
け
る
具
体
的
数

値
に
現
れ
る
男
女
の
不
平
等
、

育
児
休
業
の
取
得
状
況
に
見
ら

れ
る
男
女
間
の
較
差
等
を
明
ら

か
に
さ
せ
、
実
質
的
男
女
の
平

等
の
実
現
を
め
ざ
す
。
そ
の
た

め
に
も
労
使
協
議
機
関
を
確
立

し
、
実
質
協
議
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
今
回

の
交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

る
。練

馬
区
職
労
は
、
０９
年
の
自

治
労
練
馬
地
区
協
議
会
の
総
会

に
お
い
て
、
西
東
京
市
職
労
の

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
取
り

組
み
に
学
ぶ
講
演
「
子
育
て
は

楽
し
い
！
男
性
の
育
児
参
加
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進

西
東
京
市
職
労
『
先
輩
パ
パ
の

話
を
聞
く
』
取
り
組
み
か
ら
」

を
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
練
馬
区

職
労
と
し
て
練
馬
区
男
女
共
同

参
画
計
画
等
を
踏
ま
え
た
練
馬

区
次
世
代
育
成
支
援
特
定
事
業

主
行
動
計
画
の
前
期
計
画
が
終

了
す
る
０９
年
度
に
お
け
る
検
証

の
取
り
組
み
が
十
分
お
こ
な
え

な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
率
直
に
反
省

し
、
６
月
３
日
に
開
催
し
た
練

馬
区
職
労
討
論
学
習
会
の
中

で
、
組
合
的
課
題
と
対
当
局
的

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
練
馬
区

職
労
内
に
執
行
委
員
、
女
性
部
、

青
年
部
を
メ
ン
バ
ー
に
し
た
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を
再

確
立
し
、
取
り
組
み
を
強
め
て

い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

（
三
沢
昌
樹

練
馬
区
職
労
執

行
委
員
）

労労
使使
協協
議議
機機
関関
のの
確確
立立
とと
実実
質質
協協
議議
をを
交交
渉渉
ポポ
イイ
ンン
トト
にに

実
効
あ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
目
指
し
て

４
人
の
講
師
か
ら
問
題
提
起

「えさきたかしさんの勝利で自治労の仲間の意見を国会に届けよ

う」と語る相原久美子参議院議員
要求書を提出する山本智啓練馬区職労委員長

６
月
５
〜
８
日
に
か
け
て
、

都
本
部
社
福
評
・
障
労
連
は
ソ

ウ
ル
市
お
よ
び
韓
国
の
民
間
障

害
者
団
体
ハ
ン
ボ
ッ
ト
の
招
待

に
よ
る
「
ソ
ウ
ル
市
の
福
祉
の

ま
ち
点
検
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
チ

ェ
ッ
ク
）
と
障
害
者
団
体
の
交

流
」
事
業
に
、
新
井
常
美
（
都

本
部
障
労
連
代
表
幹
事
）
他
６

名
の
団
で
参
加
し
た
。

団
は
ソ
ウ
ル
市
内
を
リ
フ
ト

バ
ス
、
地
下
鉄
、
乗
り
合
い
バ

ス
な
ど
で
移
動
し
南
山
韓
屋

村
、
南
タ
ワ
ー
、
南
大
門
、
光

化
門
、
清
渓
川
、
仁
寺
洞
、
民

俗
博
物
館
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

韓
国
の
民
間
障
害
者
団
体
ハ

ン
ボ
ッ
ト
会
館
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
な
ど
の

見
学
を
行
い
施
設
や
ハ
ン
ボ
ッ

ト
で
働
く
職
員
と
の
交
流
を
行

っ
た
。

ソ
ウ
ル
市
主
催
の
福
祉
の
ま

ち
点
検
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本

側
か
ら
ソ
ウ
ル
市
内
バ
リ
ア
フ

リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
感
想
、「
東

京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」「
東
京
都
障
害
者
休
養
ホ

ー
ム
事
業
」「
障
害
者
移
動
支

援
事
業
」
な
ど
の
事
業
紹
介
を

行
っ
た
。

団
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
に
は
、
韓
国
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
、

韓
国
福
祉
テ
レ
ビ
、
日
本
の
旅

行
雑
誌
記
者
、
ソ
ウ
ル
市
な
ど

の
取
材
が
同
行
し
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の

夜
９
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

団
の
参
加
者
は
「
ソ
ウ
ル
市

で
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取

り
組
み
で
は
、
市
内
バ
ス
の
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
・
自
動
ス
ラ
イ
ド

方
式
の
導
入
、
地
下
鉄
の
車
い

す
で
の
乗
車
位
置
の
大
き
な
表

示
な
ど
様
々
な
改
善
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

急
傾
斜
の
ス
ロ
ー
プ
や
ト
イ

レ
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
車

い
す
が
ま
ち
の
中
に
増
え
れ
ば

増
え
る
ほ
ど
バ
リ
ア
は
取
り
除

か
れ
て
い
く
。

韓
国
で
は
日
本
よ
り
も
先
に

「
障
害
者
基
本
条
約
」
を
批
准

す
る
な
ど
障
害
者
施
策
を
す
す

め
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
を
抱
い
て
帰
国
し
た
。

都
本
部
保
育
部
会
・
保
育
集

会
実
行
委
員
会
は
６
月
１２
日
、

三
鷹
市
公
会
堂
で
第
２５
回
保
育

集
会
を
開
い
た
。
集
会
に
は

２
４
６
人
が
参
加
し
た
。

集
会
全
体
会
で
は
、
宮
本
都

本
部
副
委
員
長
、
清
原
三
鷹
市

長
の
あ
い
さ
つ
、
徳
田
保
育
部

会
長
の
基
調
提
起
が
行
わ
れ

た
。ま

た
、
立
川
市
職
労
の
河
野

書
記
長
か
ら
「
立
川
市
職
労
の

保
育
園
民
営
化
と
の
た
た
か

い
」
の
特
別
報
告
、
白
梅
学
園

短
大
の
近
藤
幹
生
准
教
授
か
ら

「
保
育
園
改
革
の
ゆ
く
え
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
を
受
け
た
。

基
調
報
告
で
徳
田
部
会
長
は

「
公
立
保
育
所
を
、
地
域
の
子

育
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
確
立

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
既
存
事

業
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
治
体
ご
と
の
課
題
解
決
に
向

け
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
保
育
政
策
を

創
り
上
げ
、
実
践
し
て
い
こ

う
」
と
提
起
し
た
。

記
念
講
演
で
近
藤
准
教
授
は

「
国
・
自
治
体
の
担
当
者
は
社

会
福
祉
法
人
な
ど
と
連
携
し
、

認
可
保
育
園
建
設
の
条
件
を
広

げ
て
い
く
べ
き
だ
。
保
育
園
の

最
低
基
準
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
、
研
究
者
と
も
協
力
し
、
あ

る
べ
き
保
育
環
境
、
諸
条
件
を

提
案
し
て
い
く
。
地
域
の
す
べ

て
の
乳
幼
児
を
視
野
に
入
れ
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
の

議
論
を
深
め
、
国
・
自
治
体
へ

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
べ

き
」
と
問
題
提
起
し
た
。

午
後
は
７
つ
の
分
科
会
に
わ

か
れ
て
討
議
を
ふ
か
め
た
。

社社
会会
福福
祉祉
評評
議議
会会
・・

障障
労労
連連
かか
らら
のの
報報
告告

社社
会会
福福
祉祉
評評
議議
会会

保保

育育

部部

会会

ソ
ウ
ル
市「
福
祉
の
ま
ち
点
検
」と

「
日
韓
障
害
者
団
体
と
の
交
流
」

第
２５
回
保
育
集
会
（
三
鷹
市
公
会
堂
）

地
域
の
す
べ
て
の
乳
幼
児
を
視
野
に
入
れ
た
運
動
を

インサドンでバリアフリーチェツクの（中央）

高橋和廣（西東京市職労）さん、（右）新井さん

近藤幹生白梅学園短大准教授が「保育園改革

のゆくえ」で講演

練練馬馬区区職職労労

第第９９次次男男女女
平平等等統統一一闘闘争争

第1 1 8 8号（２）（毎月１５．３０日発行）自 治 労 東 京2 0 1 0年6月3 0日 （
昭和４２年９月１９日

第三種郵便物認可）
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東
京
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

（
町
田
俊
彦
理
事
長
・
専
修
大

学
教
授
）
は
５
月
２１
日
、
都
本

部
会
議
室
で
、
第
２７
回
総
会
を

開
い
た
。

総
会
で
は
伊
藤
久
雄
研
究
員

か
ら
「
地
域
主
権
を
め
ぐ
る
動

向
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。
伊
藤
研
究
員
は
「
か
り
に

自
治
体
の
自
由
度
が
現
在
と
比

較
し
て
格
段
に
高
ま
っ
た
場

合
、
危
惧
さ
れ
る
の
は
首
長
ー

執
行
機
関
の
裁
量
権
の
拡
大
で

あ
る
。
首
長
と
議
会
と
の
関

係
、
議
会
改
革
、
市
民
主
権
の

拡
大
強
化
が
課
題
に
な
る
」
と

問
題
提
起
し
た
。
総
会
で
は
、

丁
子
谷
事
務
局
長
が
経
過
報
告

と
事
業
計
画
、
新
役
職
員
体
制

を
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。

第第
２２７７
回回
総総
会会

第第
４４
回回
総総
会会

古古
賀賀

紘紘
一一
ささ

んん

東
京
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
新
役
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト

東
京
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
新
役
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト

高
校
生
の
頃
ウ
ク
レ
レ
を

買
っ
て
始
め
た
ハ
ワ
イ
ア

ン
。
３０
年
も
休
止
し
て
い
た

ハ
ワ
イ
ア
ン
を
再
開
し
た
の

が
、「
ア
ロ
ハ
・
オ
タ
ッ
シ
ャ

ー
ズ
」
と
言
う
ハ
ワ
イ
ア
ン

・
バ
ン
ド
の
結
成
で
し
た
。

６
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
私
の
中
・
高

校
時
代
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ

ー
ル
部
の
先
輩
が
、
６０
過
ぎ

て
何
か
共
通
の
趣
味
を
持
っ

て
交
友
を
持
と
う
と
、
先
輩

２
人
と
先
輩
の
義
弟
、
そ
し

て
先
輩
の
友
人
と
私
の
５
人

で
始
め
た
の
が
ハ
ワ
イ
ア
ン

・
バ
ン
ド
で
し
た
。

皆
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
は
興
味

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
楽

器
は
初
め
て
の
人
も
い
ま
し

た
。
バ
ン
ド
名
は
皆
が
達
者

で
過
ご
そ
う
と
言
う
こ
と
で
、

オ
タ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
。
練
習
は

月
１
回
程
度
、
毎
年
２
月
に

新
年
会
を
兼
ね
て
定
期
演
奏

会
を
熱
海
の
市
町
村
共
済
保

養
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
手

前
味
噌
で
す
が
、
始
め
か
ら

見
る
と
回
を
重
ね
る
ご
と
に

大
変
上
達
し
ま
し
た
。
レ
パ

ー
ト
リ
ー
も
１
０
０
曲
を
超

え
ま
し
た
し
、
演
奏
の
オ
フ

ァ
ー
も
退
職
者
会
・
ビ
ヤ
・

パ
ー
テ
ィ
ー
・
政
治
パ
ー
テ

ィ
ー
、
そ
れ
に
最
近
、
年
配

女
性
の
間
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

伴
奏
等
で
年
に
２
〜
３
回
の

出
番
が
あ
り
、
出
演
料
を
頂

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
は
オ
タ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

の
他
、
私
は
男
４
人
兄
弟
で

す
が
、
内
３
人
と
弟
の
友
達

と
で
ト
ロ
ピ
カ
ル
・
ア
イ
ラ

ン
ダ
ー
ス
と
言
う
バ
ン
ド
と

地
元
、
調
布
の
ウ
ク
レ
レ
・

サ
ー
ク
ル
等
、
趣
味
の
会
が

拡
大
し
忙
し
く
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
演
奏
会
の

予
定
は
、
７
月
に
市

内
の
イ
タ
リ
ア
ン
・

レ
ス
ト
ラ
ン
を
借
り

て
発
表
会
。
８
月
は

地
元
山
花
後
援
会
の

ビ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
ー
、

９
月
に
調
布
市
く
す

の
き
ホ
ー
ル
で
「
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
」
、

１１
月
に
は
「
グ
ア
ム
」
島
で

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
伴
奏
」
と
結

構
忙
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
の
他
に
も
「
山
花
後

援
会
」
・
国
際
交
流
協
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
Ｏ
Ｂ
会

・
退
職
者
会
・
趣
味
の
ゴ
ル

フ
と
、
ま
あ
ー
結
構
忙
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ど

れ
も
楽
し
い
の
で
、
健
康
で

い
る
う
ち
は
続
け
て
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ワ
イ
ア
ン
は
機
会
が
あ

れ
ば
皆
様
に
も
聴
い
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

就任あいさつする本橋会長

【
２
０
１
０
〜
２
０
１
１
年
度
役
員
】

理

事

長

町
田
俊
彦
（
専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
）

副
理
事
長

小
原
隆
治
（
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
）

副
理
事
長

木
下

究
（
東
京
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

事
務
局
長

横
山
陽
一
（
自
治
労
東
京
都
本
部
特
別
執
行
委
員
）

東
京
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

６
月
１１
日
、
自
治
労
会
館
会
議

室
で
第
４
回
総
会
を
開
い
た
。

総
会
で
は
横
山
事
務
局
長
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
を
承
認
し

事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
し

た
。
ま
た
以
下
の
新
役
員
を
選

出
し
た
。

【
２
０
１
０
年
度
役
員
】

会

長

本
橋
益
男
（
東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議
長
）

副

会

長

浅
沼

尚
（
都
本
部
退
職
者
会
会
長
）

副

会

長

太
田
光
久
（
東
京
自
治
体
議
員
連
合
会
長
）

事
務
局
長

若
林
克
俊
（
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

幹

事

市
川
正
人
（
自
治
労
東
京
都
本
部
政
策
局
長
）

アロハ・オタッシャーズメンバー
右から３人目が古賀さん

５
月
３０
日
、
都
本
部
青
年
部

女
性
部
共
催
の
反
戦
平
和
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
３３
名

が
参
加
し
た
。

反
戦
平
和
の
課
題
に
つ
い

て
、
一
般
組
合
員
や
家
族
も
含

め
て
も
っ
と
多
く
の
人
が
参

加
、
学
習
交
流
で
き
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
第
１
回
目

と
し
て
埼
玉
県
東
松
山
市
の
広

島
出
身
の
水
墨
画
家
丸
木
位
里

さ
ん
と
油
絵
画
家
の
丸
木
俊
さ

ん
夫
妻
よ
っ
て
「
原
爆
の
図
」

を
常
設
展
示
す
る
目
的
で
建
て

ら
れ
た
「
丸
木
美
術
館
」
を
訪

れ
た
。
美
術
館
の
広
い
部
屋
の

壁
一
面
に
一
部
づ
つ
描
か
れ
た

原
爆
の
図
は
１５
部
作
と
な
っ
て

お
り
想
像
を
超
え
た
迫
力
に
参

加
者
は
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
る

ば
か
り
だ
っ
た
。

当
日
は
企
画
展
と
し
て
「
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
〜
つ
な
ぎ
と
め

る
記
憶
の
た
め
に
〜
」
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
中
で

「
５
・
１５
沖
縄
平
和
行
進
普
天

間
基
地
包
囲
行
動
」
に
参
加
し

た
仲
間
の
報
告
や
「
ヒ
ロ
シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

な
ど
学
習
交
流
を
深
め
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
組
合
の
企
画
に

感
謝
」「
今
後
も
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
中
身
の
濃
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
と
な
っ
た
。

（
都
本
部
女
性
部
事
務
局
長

浅
見
雅
子
）

青
年
部
・

女
性
部
発

私私のの趣趣味味「「ハハワワイイアアンンはは楽楽しし！！」」
丸
木
美
術
館
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「
過
去
か
ら
ま
な
び
平
和
な
未
来
を
私
た
ち
の
手
で
」

「
ア
ロ
ハ
・
オ
タ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
」
は
引
っ
張
り
だ
こ

丸木美術館前で参加者全員スナップ

６
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の

間
、
三
宅
島
で
行
わ
れ
た
現
地

交
流
会
に
は
、
自
治
労
東
京
都

本
部
参
加
者
３２
名
の
ほ
か
、
三

宅
島
村
職
員
１１
名
、
三
宅
村
長

平
野
氏
、
み
や
け
じ
ま
風
の
家

事
務
局
長
坂
上
氏
を
迎
え
開
催

し
た
。

平
野
村
長
は
、
火
山
ガ
ス
の

減
少
、
高
濃
度
地
区
の
見
直

し
、
か
つ
お
漁
等
の
冷
凍
庫
の

新
設
、
認
定
農
業
者
に
３
軒
の

新
規
就
農
者
が
認
定
さ
れ
た
こ

と
な
ど
着
実
な
復
興
に
向
か
う

歩
み
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
三

宅
村
役
場
の
職
員
組
合
の
活
動

が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
「
と
も
に
村
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
協
力
し
て
い

こ
う
。
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
昨
年
の
改
選

で
三
宅
村
職
員
組
合
代
表
と
な

っ
た
浅
沼
理
事
長
は
「
被
災
時

は
、
厳
し
い
環
境
の
中
た
く
さ

ん
の
応
援
を
頂
き
助
か
っ
た
。

三
宅
島
復
興
を
目
指
し
、
こ
れ

か
ら
も
自
治
労
と
の
交
流
の
場

を
生
か
し
た
横
の
連
携
を
望

む
。
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

風
の
家
の
坂
上
氏
は
、「
島

民
の
運
営
協
力
員
さ
ん
に
よ
る

自
主
的
な
運
営
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
も
『
や
さ
し
く
・
な
か
よ

く
』
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
交

流
を
深
め
る
。
自
治
労
の
三
宅

島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
活
動

を
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。
」

と
語
っ
た
。

講
演
「
離
島
の
現
状
と
島
起

こ
し
」
で
、
水
昭
仁
（
（
財
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
）
講
師

は
、「
離
島
航
路
と
は
生
活
イ

ン
フ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
島

の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
こ
そ
私

た
ち
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
ま
た
、「
三
宅
島

の
良
い
と
こ
ろ
を
５
つ
以
上
、

具
体
的
に
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
」
と

課

題

を

投

げ

か

け

た
。「
労

働

組

合
の
災
害
ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動
」
は
、
連
合

東
京
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら

「
楽
し
く
、
人

と
人
を
繋
げ
る

組
織
力
を
生
か

し
た
活
動
の
継

続
を
目
指
す
。
」
と
題
し
て
、

山
本
治
通
（
港
区
職
労
）
さ
ん

と
私
、
佐
々
木
実
（
町
田
市
職

労
）
が
報
告
を
行
っ
た
。

分
科
会
は
、
始
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
阿
古
地
区
の
佐
久

間
さ
ん
の
畑
で
明
日
葉
と
里
芋

の
収
穫
を
行
っ
た
他
、「
風
の

家
訪
問
」
、「
島
内
自
然
観
察
」

「
海
辺
の
磯
観
察
」
な
ど
島
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
実

り
あ
る
活
動
と
な
っ
た
。

三
宅
島
の
産
業
視
察
は
、

「
く
さ
や
清
漁
水
産
」「
牛
乳
せ

ん
べ
い
岡
太
郎
本
舗
」「
焼
酎

雄
山
一
」
な
ど
各
工
場
見
学
を

行
い
、
生
き
生
き
と
し
た
復
興

の
現
状
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

帰
り
は
、
風
向
き
が
良
く
飛

行
機
と
な
っ
た
。
就
航
率
４
割

の
中
、
都
本
部
の
３
回
の
三
宅

島
活
動
の
２
回
が
飛
行
機
で
の

帰
京
は
奇
跡
的
だ
と
島
の
方
が

う
ら
や
む
ほ
ど
だ
。
三
宅
島

は
、
７
月
か
ら
火
山
ガ
ス
規
制

区
域
の
見
直
し
を
行
い
就
航
率

の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
る
。

あ
わ
た
だ
し
い
搭
乗
手
続
き

の
空
港
で
、
同
時
期
に
三
宅
島

入
り
し
て
い
る
「
植
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
高
校
生
が
花
壇
の

手
入
れ
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
復
興
支
援
の
輪
が
多
方

面
で
展
開
し
て
い
る
。
き
っ
と

「
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

方
々
も
三
宅
島
で
「
ま
た
会
い

た
く
な
る
よ
う
な
顔
の
見
え
る

関
係
」
を
結
ん
だ
こ
と
だ
ろ

う
。
都
本
部
は
、
１０
月
、
昨
年

に
引
き
続
き
都
内
で
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」
を
計
画
し

て
い
る
。
三
宅
村
職
員
を
迎

え
、
復
興
支
援
に
繋
が
る
活
動

と
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
多

く
の
組
合
員
の
参
加
を
お
願
い

す
る
。（
佐
々
木
実

町
田
市

職
労
執
行
委
員
）

三宅村役場の仲間と交流

第第３３回回三三宅宅島島復復興興支支援援現現地地交交流流会会

明日葉と里芋の収穫・三宅島の産業視察など

明日葉農家の佐久間さんの畑訪問

（（
元元
都都
本本
部部
役役
員員

調調
布布
市市
職職
労労
ＯＯ
ＢＢ
））

第1 1 8 8号（毎月１５．３０日発行）自 治 労 東 京（３）2 0 1 0年6月3 0日 （
昭和４２年９月１９日

第三種郵便物認可）
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山
口
県
上
関
町
祝
島
（
い
わ

い
し
ま
）
は
、
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
人
口
約
５
０
０
人
の
島
。

豊
穣
な
海
の
恵
と
、
岩
山
を
開

き
畑
を
築
き
、
生
活
を
し
て
き

た
祝
島
の
人
た
ち
。

海
上
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
祝

島
に
は
、
航
海
の
安
全
を
祈
願

し
、
豊
か
な
海
へ
の
感
謝
を
捧

げ
る
神
官
、
祝
（
ほ
う
り
）
が

い
た
。

１
９
８
２
年
、
中
国
電
力
が

対
岸
４
㎞
に
原

子
力
発
電
所
を

建
設
す
る
と
発

表
。
以
来
２８
年

間
、
島
の
９
割

の
人
た
ち
が
原

発
建
設
の
反
対

運
動
を
続
け
て

い
る
…

し
か
し
、
こ

の
作
品
は
反
対

運
動
を
扱
っ
た

作

品

で

は

な

い
。
む
し
ろ
、
島
の
人
た
ち
の
生

活
や
暮
ら
し
を
追
っ
た
作
品

で
、
そ
の
生
活
を
描
く
こ
と

で
、
余
計
、
原
発
を
こ
こ
に
持

っ
て
く
る
こ
と
に
疑
問
が
出
て

く
る
。

お
お
ら
か
な
祝
島
の
人
た
ち

に
惚
れ
込
ん
だ
纐
纈
あ
や
さ
ん

が
、
２
年
の
間
、
人
々
の
日
々

の
暮
ら
し
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
、
カ
メ
ラ
、
製

作
と
も
女
性
。
３
人
で
島
に
住

み
込
み
、
こ
の
作
品
を
撮
っ

た
。島

の
人
た
ち
が
何
気
な
く
発

す
る
言
葉
に
、
思
わ
ず
笑
い
が

で
る
。
こ
の
ユ
ー
モ
ア
を
忘
れ

な
い
心
と
、
綺
麗
な
海
を
残
し

た
い
と
い
う
思
い
が
、
２８
年
も

の
間
、
原
発
反
対
を
支
え
続
け

て
き
た
原
動
力
な
の
だ
ろ
う
。

毎
週
月
曜
日
に
デ
モ
を
し
て

い
る
姿
も
出
て
く
る
が
、
世
間

話
な
ど
し
て
和
や
か
に
行
わ
れ

る
。
初
期
の
頃
は
、
激
し
か
っ

た
と
い
う
が
、
運
動
を
続
け
て

き
て
、
今
の
ス
タ
イ
ル
が
で
き

て
き
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
原
発
反
対
運
動
を
支
え

て
き
た
の
は
島
の
婦
人
部
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
た
く
ま
し

さ
に
感
動
す
る
。

こ
の
映
画
を
い
ろ
い
ろ
な
人

に
観
て
ほ
し
い
け
ど
、
な
に
よ

り
も
若
者
た
ち
が
観
て
、
原
発

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い

し
、
元
気
を
も
ら
っ
て
ほ
し

い
！

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
地

方
自
治
総
合
研
究
所
の
菅
原
敏

夫
研
究
員
が
自
治
体
議
員
の

方
々
を
対
象
に
行
っ
た
講
演
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
の
政
権
交
代
後
も
っ
と

も
注
目
を
あ
び
た
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る「
事
業
仕
分
け
」
を

話
の
出
発
点
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
是
非
を
詳
細
に
論
じ
た
も

の
で
は
な
い
。
事
業
仕
分
け
の

ル
ー
ル
や
、
こ
れ
ま
で
一
部
の

省
庁
や
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ

て
き
た
例
な
ど
を
簡
潔
に
振
り

返
り
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み

が
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
る

課
題
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
自
治
体
予
算
編
成
の

改
革
で
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
公
開
・
評
価
・
参
画
」
で
あ

る
。

現
在
、
情
報
公
開
や
情
報
共
有

を
否
定
す
る
人
は
誰
も
い
な
い

だ
ろ
う
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

査
定
状
況
を
ネ
ッ
ト
上
に
公

開
す
る
な
ど
予
算
編
成
過
程
を

公
開
し
て
い
る
の
は
、
ご
く
限

ら
れ
た
自
治
体
に
す
ぎ
な
い
。

事
業
仕
分
け
に
お
け
る
可
視
化

・
透
明
化
が
、
公
開
促
進
の
契

機
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。ま

た
、
０２
年
に
「
行
政
機
関

が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
レ
ベ

ル
で
毎
年
１
万
件
に
及
ぶ
評
価

が
実
施
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
有
効
な
機
能
を
発
揮

し
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ

っ
た
。
事
業
仕
分
け
に
お
け
る

「
評
価
」
は
、
予
算
編
成
改
革

に
役
立
つ
評
価
と
は
何
か
、
改

め
て
問
う
て
い
る
。

そ
し
て
、「
参
画
」
で
あ
る
。

今
回
の
事
業
仕
分
け
で
は
民
間

有
識
者
の
参
加
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
予
算
編
成
過
程
へ
の
市
民

の
参
画
が
、
情
報
の
公
開
を
促

進
し
、
評
価
を
機
能
さ
せ
る
こ

と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
だ
ろ

う
。事

業
仕
分
け
の
会
場
と
な
っ

た
市
ヶ
谷
の
マ
ス
コ
ミ
の
喧
噪

の
彼
方
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ポ
ル

ト
・
ア
レ
グ
レ
の
参
加
型
予
算

編
成
を
透
視
す
る
、
示
唆
に
と

ん
だ
講
演
録
で
あ
る
。

東京自治研究
センター副理事長
木下 究

シネマジャーナル
編集者
穂曇萌

２８
年
間
、
原
発
建
設
に
反
対
し
続
け
る
祝
島
の
人
た
ち

東東
京京
自自
治治
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
政政
策策
ブブ
ッッ
クク
レレ
ッッ
トト
��
１１

菅菅
原原

敏敏
夫夫
著著

『『
事事
業業
仕仕
分分
けけ
とと
行行
政政
評評
価価
』』

『『
祝祝
のの
島島
（（
ほほ
うう
りり
のの
しし
まま
））
』』
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監
督

纐
纈
あ
や

５５・・１１５５沖沖縄縄平平和和行行進進・・普普天天間間基基地地包包囲囲行行動動にに参参加加ししてて

豪雨の中 普天間基地撤去へ『怒り』の包囲網 えさきたかしさんの必勝を願って
「おりづる献納」

立
川
市
職
員
労
働
組
合
女
性

部
は
毎
年
沖
縄
平
和
行
進
に
参

加
し
て
る
。
今
年
は
、
え
さ
き

た
か
し
さ
ん
の
名
前
入
り
の
折

り
紙
で
作
っ
た
千
羽
鶴
を
持
参

し
た
。

千
羽
鶴
は
、
主
に
保
育
園
の

仲
間
に
折
っ
て
も
ら
っ
た
も
の

を
女
性
部
の
役
員
が
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
た
。
納
め
先
は
同
じ
女
性

と
い
う
事
で
、
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
に
納
め
て
き
た
。

普
天
間
基
地
包
囲
行
動
が
大

雨
の
中
で
も
成
功
し
た
よ
う

に
、
え
さ
き
た
か
し
さ
ん
も
厳

し
い
選
挙
情
勢
の
中
で
も
参
議

院
議
員
選
挙
に
当
選
し
て
ほ
し

い
と
思
う
。

（
三
木
啓
代

立
川
市
職
労
書

記
次
長
）

台
風
の
よ
う
な
豪
雨
の
中
、

普
天
間
基
地
包
囲
に
向
か
う
デ

モ
行
進
の
途
中
、
鎖
は
繋
が
る

の
か
心
配
し
て
い
た
。
し
か

し
、
配
置
に
就
く
と
、
地
域
の

オ
バ
ー
が
、
子
供
た
ち
が
、
た

く
さ
ん
鎖
に
加
わ
っ
た
。
沖
縄

の
怒
り
が
肌
で
感
じ
ら
れ
た
。

沖
縄
県
は
全
国
最
高
の
失
業

率
と
最
低
の
県
民
所
得
の
県

だ
。
基
地
依
存
経
済
と
い
わ
れ

る
が
、
北
部
振
興
策
だ
け
で
も

こ
の
１０
年
間
に
１
千
億
円
の
交

付
金
が
投
下
さ
れ
た
が
「
何
も

良
く
な
ら
な
い
」
と
沖
縄
の
人

達
は
言
う
。
県
民
集
会
で
は

「
も
う
お
金
で
は
騙
さ
れ
な

い
」
と
の
発
言
が
相
次
い
だ
。

交
付
金
で
作
ら
れ
た
箱
モ
ノ

は
維
持
費
が
か
か
る
だ
け
で
継

続
し
た
雇
用
を
生

み
出
さ
な
い
。

基
地
の
集
中
に

よ
る
交
通
網
の
遮

断
や
農
地
破
壊
は

地
場
産
業
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
、
基
地
依
存
の

い
び
つ
な
経
済
が

作
ら
れ
て
き
た
の

だ
。
ま
さ
に
沖
縄

の
雇
用
問
題
、
貧

困
と
格
差
は
基
地

が
あ
る
か
ら
こ
そ

な
の
だ
と
理
解
で

き
た
行
動
と
な
っ

た
。

（
池
川
敏
宏

東
京

職
安
労
組
書
記
長
）

土砂降りの雨の中包囲行動参加の仲間たち

ひめゆり平和記念資料館にて

自自
治治
労労
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
都
本
部
代
表
決
定
戦

自
治
労
都
庁
職
チ
ー
ム
（
２
戦
全
勝
）
、
あ
き
る
野
市
職

チ
ー
ム
が
関
東
甲
大
会
出
場
決
定

６
月
１２
日
、
都
本
部
ス
ポ
ー

ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
共
済
都

支
部
共
催
）
は
「
自
治
労
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
）
都
本
部
代
表
決

定
戦
」
を
八
王
子
市

民
体
育
館
で
開
催
し

た
。大

会
に
は
自
治
労

都
庁
職
、
中
央
区
職

労
、
あ

き

る

野

市

職
、
自
治
労
多
摩
市

職
の
４
チ
ー
ム
参
加

予
定
の
と
こ
ろ
、
中

央
区
職
労
は
欠
場
し

た
。３

チ
ー
ム
総
当
り

方
式
に
よ
り
対
戦
。

熱
気
の
溢
れ
る
激
戦

の
末
、
自
治
労
都
庁

職
チ
ー
ム
（
２
戦
全

勝
）
、
あ

き

る

野

市

職
チ
ー
ム
（
１
勝
１

敗
）
が
９
月
９
日
、

１０
日
に
ひ
た
ち
な
か

市
で
開
催
さ
れ
る
関

東
甲
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
。

「口蹄疫」被害農家
支援カンパにとりくみます
畜産農家の損失はもとより、風評被害によ

る園芸農家・関連企業や地元商店街の損失は

はかりしれません。自治体の財政負担も膨大

なものになっています。

自治労宮崎県本部では、感染被害をうけた

畜産農家や自治体を支援し、激励するため

に、カンパ活動に取り組みます。

組合員のみなさまのご協力をお願いします。

◆カンパ締め切り７月末日

◆お問い合わせは 各単組組合まで

あきる野市職チーム自治労都庁職チーム

第1 1 8 8号（４）（毎月１５．３０日発行）自 治 労 東 京2 0 1 0年6月3 0日 （
昭和４２年９月１９日

第三種郵便物認可）


